
1～6巻

　　 　「デュラララ！！」
　成田 良悟/著

　1～13巻、外伝
鏡 貴也/著

2020年７・８月　No.３

　　　　青井高校図書館だより

　三上 延/著
　　1～7巻

　 「ビブリア古書堂の事件手帖」

1～7巻

「告白予行練習」
ＨｏｎｅｙＷｏｒｋｓ/原案

「終わりのセラフ」

もくもく入道雲。海や山に遊びに行きたい…  そうはいっても… 

ならば、今年の夏は 今できることを楽しみながら過ごしてみませんか？ 

例えば本を読むこと。ひとりの時間が あなたを素敵に変えてくれるかも。 

「ペスト （改版）」 

 カミュ／著 
 

アルジェリアのオラン市で、

ある朝、医師のリウーは鼠

の死体をいくつか発見する。

ついで原因不明の熱病者が

続出、ペストの発生である。 

 

人間性を蝕む「不条理」と

直面した時に示される人間

の諸相や、過ぎ去ったばか

りの対ナチス闘争での体験

を寓意的に描き込み圧倒的

共感を呼んだ長編。 

「奇跡の本屋をつくりたい

―くすみ書房のオヤジが 

残したもの」 

久住 邦晴／著 
 

「なぜだ！？売れない文庫

フェア」「中高生はこれを

読め！」---ユニークな 

企画を次々と生み出し、 

地元はもちろん、遠方から

も愛された札幌・ 

くすみ書房の店主。 

閉店後、病が発覚し、

2017年8月末、他界。 

その著者の遺稿を 

完全収録。 

「もしものせかい」 

ヨシタケ シンスケ／著 
 

「やあおはよう。とつぜ

んでもうしわけないんだ

けど ボク もしもの 

せかいにいくことに 

なりました---」 

 

もしもなにかを 

なくしたら。 

もしももどって 

こないなら。 

何度も読み返してほしい、

ヨシタケシンスケが描く

新しいものがたり。 

「安閑園の食卓」 

辛 永清／著 
 

台湾の古い街、 

台南の郊外にたたずむ 

広大な屋敷「安閑園」。 

緑豊かな庭園と季節の 

実りをもたらす果樹園や

野菜畑。そして母たちが

腕をふるう彩りあふれる

日々の食卓の風景。 

１９３０年代の台湾で 

生まれ、この安閑園に

育った著者が、 

子供時代の食の記憶を 

丹念に書き綴る。 

このほか 手に取ってみたくなるような本が たくさんありますよ。 

年内には毎月 新着本が並びますので、どうぞみなさん お楽しみに！ 

冊  数： 通常１人 ５冊 → １人 １０冊まで 
返却期限： ８月２５日（火） 始業式翌日まで 
適用期間： ７月２７日（月）～  ８月７日（金） 

８月１９日(水)～８月２１日(金)は 
蔵書点検のため閉館となります。                


